
守
り
た
い
秋
田
の

里
地
里
山
50
に
認
定

秋
田
県
で
は
『
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
優
れ
た
景
観
を
維
持
し
、
自
然
・
文

化
・
歴
史
・
人
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
環
境
保
全
・
交
流
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
』
を
「
守
り
た
い
秋
田

の
里
地
里
山
50
」
と
し
て
認
定
し
て
お

り
、
こ
の
度
、
宿
地
域
（
宿
・
ザ
ラ
メ

キ
・
夏
川
原
集
落
協
定
）
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
自
治
会
や
集
落
協
定
に
よ
る

石
沢
川
の
鯉
の
ぼ
り
設
置
・
高
舘
山
を

中
心
と
し
た
活
動
な
ど
が
農
地
保
全
や

地
域
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

平
成
28
年
に
は
須
郷
地
区
が
シ
メ
張

り
行
事
の
継
承
と
棚
田
の
景
観
維
持
活

動
な
ど
に
よ
り
認
定
さ
れ
て
お
り
、
両

地
区
の
取
組
が
長
く
継
続
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

税
の
申
告
相
談
が

始
ま
り
ま
し
た

２
月
12
日
（
水
）
か
ら
所
得
税
及
び
市

町
村
県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
し

た
。
忘
れ
ず
に
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

日
程
や
受
付
時
間
に
つ
い
て
は
、
総
合

支
所
だ
よ
り
1
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69-

２
１
１
７
）

み
ど
り
保
育
園
創
立
60

周
年
記
念
展
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す

み
ど
り
保
育
園
の
創
立
60
周
年
を
記

念
し
、
卒
園
児
の
写
真
や
み
ど
り
保
育

園
の
歩
み
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
期

間
や
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

施
設
の
営
業
時
間
内
の
展
示
と
な
り
ま

す
の
で
、
定
休
日
等
ご
確
認
の
上
、
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

2
月
4
日
（
火
）
～
29
日
（
土
）

※
営
業
時
間
内
の
み

▼
場
所

東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

「
ぷ
れ
っ
そ
」
催
事
コ
ー
ナ
ー

（
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
隣
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

黄
桜
の
里
ひ
が
し
ゆ
り
活
性
化
委
員

会
（
東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

「
ぷ
れ
っ
そ
」
内

69-

３
２
６
６
）

大
平
ス
キ
ー
場

今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
を

終
了
し
ま
し
た

大
平
ス
キ
ー
場
は
、
２
月
8
日
（
土
）

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
暖
冬
に
よ

る
雪
不
足
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、

２
月
11
日
（
火
）
を
も
ち
ま
し
て
今
シ
ー

ズ
ン
の
営
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
来
シ
ー
ズ
ン

の
ご
来
場
を
お
待
ち
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

HIGASIYURI SOUGOUSISYO DAYORI

総合支所だより

第 ３８２号

２０２０
２月１５日発行

東由利老方
字橋脇112

由利本荘市
東由利総合支所

１月31日現在住民基本台帳 1,247世帯・3,211人(男1,565人・女1,646人) 前月3人減

２０２０雪上野球W杯
東由利大会中止のお知らせ

２月２３日（日）開催が予定され
ていた「２０２０雪上野球W杯東由
利大会」は、積雪不足により【中止】
となりましたのでお知らせします。

（東由利産業課 ６９ー２１１６）



交
通
災
害
共
済
・
不
慮

の
災
害
共
済
は
金
融
機

関
で
も
加
入
で
き
ま
す

令
和
２
年
度
の
交
通
災
害
共
済
・
不

慮
の
災
害
共
済
の
加
入
受
付
が
始
ま
り

ま
し
た
。

７
月
31
日
ま
で
は
金
融
機
関
窓
口
で

も
申
し
込
み
に
な
れ
ま
す
。
東
由
利
地

域
内
の
取
扱
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
取
扱
金
融
機
関

老
方
郵
便
局
、
玉

米
郵
便
局
、
宿
郵
便
局
、
住
吉
簡
易
郵

便
局
、
蔵
簡
易
郵
便
局
、
羽
後
信
用
金

庫
東
由
利
支
店
、
秋
田
し
ん
せ
い
農
協

東
由
利
支
店

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69-

２
１
１
７
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
を

開
催
し
ま
す

冬
場
の
運
動
不
足
解
消
を
目
的
に
３

月
ま
で
月
に
１
回
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
楽
し

く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
お
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
前
日
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日

時

２
月
21
日
（
金
）

13
時
～
15
時

▼
場

所

東
由
利
総
合
支
所

▼
講

師

シ
ニ
ア
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー

齋
藤

真
弓
先
生

▼
持
ち
物

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き

や
す
い
服
装
と
靴

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69-

２
１
１
７
）

２
月
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
は
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

交
流
会
を
開
催
し
ま
す

毎
月
最
終
水
曜
日
を
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
と
し
て
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
体
育
施
設(

東
由
利
地
域)

の

使
用
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、
東
由
利
体
育
館
に
て
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
柔

ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
す
の
で
、
初
心
者
で
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不
足
に

お
悩
み
の
方
、
ぜ
ひ
友
人
・
家
族
を
誘
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月
26
日(

水)

19
時
開
始

▼
場
所

東
由
利
体
育
館

▼
参
加
料

無
料

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

あ
き
た
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
利
用

可
能
。
（
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
く
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
）

②
Ａ
Ｉ
が
あ
な
た
と
相
性
の
良
い

お
見
合
い
相
手
を
ご
紹
介
。
（
紹

介
状
が
自
動
配
信
さ
れ
ま
す
。
）

③
お
見
合
い
の
日
時
や
待
ち
合
わ

せ
場
所
は
、
シ
ス
テ
ム
が
ご
提
案
。

よ
り
一
層
便
利
に
使
い
や
す
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
、

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課69-

２
１
１
０
）

コミュニティバスの利用をお願いします！

コミュニティバスを買い物や病院受診など「生活の足」として必

要とされている方のため、路線維持のため地域の皆さまのご協力

をお願いします。

市のコミュニティバスには、通常運賃のほか、お得な回数券

や割引制度があります。 自動車を運転される方でも「今日は

コミバスで出かけようかな！」という機会を持ち、ぜひコミュ

ニティバスをご利用ください。

また、市では高齢者等の交通事故減少を図るため、６５歳以

上の運転免許証自主返納者に対する「運賃の半額支援」を行っ

ています。



シ
リ
ー
ズ
第
２
回
は
、
株
式
会
社
藤

興
業
を
紹
介
し
ま
す
。

代
表
取
締
役
の
佐
藤
勝
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

・
会
社
の
歴
史
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い平

成
13
年
に
以
前
か
ら
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
た
仲
間
４
人
と
、
林
業
の
個

人
事
業
所
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。
平

成
21
年
に
法
人
化
し
、
「
株
式
会
社

藤
興
業
」
と
し
て
設
立
、
現
在
は
従
業

員
数
19
人
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

・
ガ
イ
ド
レ
ー
ザ
ー
と
い
う
商
品
を
開

発
し
て
い
ま
す
が
、
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い

伐
採
中
、
木
が
予
期
せ
ぬ
方
向
に
倒

れ
か
か
っ
て
し
ま
い
、
木
の
先
端
が
地

上
ま
で
落
ち
て
こ
な
い
状
態
「
か
か
り

木
」
が
、
林
業
の
現
場
で
最
も
多
い
死

亡
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
現
状
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
が
、
こ
の
商
品
を
開
発

す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

・
こ
の
商
品
は
ど
ん
な
物
で
す
か

レ
ー
ザ
ー
で
木
を
倒
す
方
向
を
表
示

し
、
方
向
を
確
認
し
な
が
ら
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
刃
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
補

助
装
置
で
す
。
木
を
倒
す
方
向
が
わ
か

る
の
で
、
現
場
の
安
全
性
は
格
段
に
高

ま
り
ま
す
。
林
業
に
関
わ
る
す
べ
て
の

人
た
ち
に
「
安
全
に
作
業
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
か
ら
開
発
し
た
物
で
す
。

・
ほ
か
に
開
発
し
た
（
開
発
中
）
物
は

あ
り
ま
す
か

ガ
イ
ド
レ
ベ
ル
と
い
う
商
品
の
特
許

を
取
得
し
て
い
ま
す
。
こ
の
商
品
も
林

業
作
業
を
安
全
に
行
う
た
め
の
補
助
装

置
で
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ガ
イ
ド
バ
ー
の

角
度
測
定
器
付
き
水
平
器
で
す
。
水
平
、

垂
直
、
傾
斜
、
方
位
の
作
業
角
度
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
現
在

は
試
作
中
で
す
。

・
地
山
の
整
備
を
考
え
て
い
る
方
へ

国
や
県
で
は
、
林
業
作
業
を
行
う
た

め
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額
内
で
、
伐
採
や
植
林
な
ど
が

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地
山

の
整
備
を
考
え
て
い
る
方
は
、
当
社
ま

た
は
森
林
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
笑
売
繁
盛
（
東
由
利
版
）
問
合
わ
せ

先

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）

管
工
事
協
同
組
合
か

ら
、
八
塩
い
こ
い
の

森
に
車
椅
子
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た

管
工
事
協
同
組
合
か
ら
由
利
本
荘
市

に
車
椅
子
（
10
台
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
八
塩
い
こ
い
の
森
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
に
１
台
、
貸
し
出
し
用
と
し
て
設
置

し
ま
す
の
で
、
桜
の
花
見
、
紅
葉
時
の

観
賞
な
ど
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

降
る
雨
の
一
夜
に
細
る
雪
達
麿

秋
田
市

嵯

峨

義

之

脳
ト
レ
に
励
む
俳
句
の
二
月
か
な

横
小
路

小

松

丈

介

冬
仕
事
手
持
無
沙
汰
の
昨
日
今
日

館

西

菊

地

敬

子

冬
の
月
か
ぐ
や
姫
さ
ま
寒
そ
う
な

湯
出
野

佐

藤

則

子

外
遊
び
被
り
忘
れ
る
冬
帽
子

下
小
路

小

野

貞

子

「
笑
売
繁
盛
」
東
由
利
版

開発したガイドレーザー



あなたのお金は、地域内でまわっていますか？

地域の施設や商店、コミバス、路線バスを利用しましょう！
    【お問い合わせ】産業課 ☎69-2116

「買い物は地元で・・・お互いの支え合いで自分たちの地域を
守りましょう！地域経済の循環」（課題:商店・スーパー等の閉鎖）

①高齢化や人口減少、地域外消費などの影響で、身近な商店や施設が撤退する。

②高齢者のため自動車の運転ができない等の理由で遠くの街まで出かけることが困難

な人が多くなっている。

近くのスーパー

天気もいいし、
コミバスで買い物
へ行こうか。

地域内消費による「買い支え」は住民にとって負担の増加であっても、自らが高齢

になり、「買い物弱者」となった時のための”投資”と言えます。

また、地元で買い物することは、地元商店や事業所が潤い、それが地域経済の発展

につながり、雇用の場の確保や税収の増加となり、市民サービスの向上等にも波及し

ていきます。本気で地域にお店や雇用の場を残したいのであれば、地域の一人一人が

本気で考え、実践することが不可欠です。皆様のご理解と実践をよろしくお願いいた

します。

課 題 対 応 策


